東海地区「認知症フォーラム2011　in　岐阜」

まず、報告書が大変遅くなってしまった事を心よりお詫び申し上げます。
平成23年9月１５，１６日にわたり岐阜県羽島市の羽島市文化センターにて東海地区「認知症フォーラム２０１１　in　岐阜」が開催されました。岐阜県、愛知県、三重県の各協会が数カ月前から結集し、実行委員会の方々が中心となって会場設置や講師の方の調整など様々な面に尽力し、それを支えてくださった多くの後援の方のご協力の元、無事開催することが出来ました。

１５日は大森EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ワタル),彌)氏（東京大学名誉教授、社会保障審議会・介護給付分科会会長）をお招きし、「介護保険制度の過去・現在・未来」をテーマにした基調講演を拝聴させていただいた後、『「つながり」が地域の未来を拓く』～今から、これから、あなたから～、「グループホームは認知症の切り札になったのか？」をテーマにしたシンポジウムが行われました。
大森氏は社会保障審議会・介護給付分科会会長という介護保険法の変更や、新たな政策を作るうえで非常に重要な役職に就かれている方で、グループホームの現状を知っていただき、困っている点、改善していただきたい点を熱を持ってお伝えすることにより、グループホームの概念でもある利用者様本位の支援が、より実施しやすくなるようにお力を貸していただきたいと思いお呼び致しました。

基調講演では、ご自身のお母様が介護サービスを利用なさった時の体験や他では言えないようなオフレコの話で盛り上がりました。その中で、「介護サービスのあるべき姿とは、できる限り住み慣れた地域で暮らし続ける。自らの希望と選択でより良いサービスを受けることができる。」と話されていたところに、「グループホームの地域密着の概念、支援方針がこれからも重要になってくるんだ。もっと入居者様に希望と選択を促して、尊厳のある生活を送っていただけるように支援していかなければ。」と感じました。
続くシンポジウムは、大会会長、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ヨイチ),世一)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(オサム),修)氏（岐阜県グループホーム協会会長）の司会進行の元、大森彌氏の他に、田仲教泰氏（厚生労働省老健局、高齢者支援課、認知症・虐待防止対策推進室、室長補佐）、和田行男氏（大起エンゼルヘルプ、クオリティーマネージャー）、宮崎和加子氏（健和会・看護介護政策研究所長）をお迎えし、「まず現状を讃えよう。人を人として扱わず、閉じ込めたり拘束したりしていた状態から、その人らしさ、尊厳をもった生活を送っていただくことができようになったではないか。」ということから始まり、将来に向けての問題点と改善点等を会場からの質問をまじえて熱く話し合われました。
その中で、グループホームの機械的対応化、ヒヤリ・ハットの話がありました。グループホームの機械的対応化はADLの低下などによって、タイムスケジュールにそってトイレ誘導をしていたり、歌の時間だからといって皆でそろって童謡を歌っていたりしている。タイムスケジュールに沿って支援することを否定する訳ではないが、本来の個人の意志・ペースにそって支援するグループホームの理念から離れてしまっているのではないかというご意見でした。
私は、共同生活介護という点で、歌というツールを使用して共用の時間を持つことは必要だと思いますが、無理強いをする必要はなく、いかに職員が本人様のヤル気を促す声かけができるかが重要だと考えています。また、ADLの低下については自施設でも当てはまることで、意思疎通が困難な方の希望をいかに把握し、実行に移していけるかが最大の課題であると再認識しました。
ヒヤリ・ハットについては、「ひやり(危険)をなくす＝何もしない。」といった対応になっていないかというお話でした。危険予知や対応方法を文章として記録することに役立つヒヤリ・ハットですが、危険予知を優先しすぎた結果、「危ないから、怪我をするといけないから何もしなくていいです。」と本人の意思を無視した対応に陥り、残存能力を活かした尊厳のある生活を送っていただけていない現状が見受けられる。と注意喚起されていました。
このことを職員と話したところ、「何もしていただかないのはおかしい。出来る限りのことはやっていただくように心がけているが、やはり事故や怪我につながってしまうのが怖い。」という意見が聞かれました。職員にとって事故を起こすことは最も怖いことで、その方の有している残存能力を最大限に活かした支援を実施することとの境目を見極めて行動することは難しいことかもしれませんが、１ユニット9名という少人数での共同生活介護を許されているグループホームだからこそ取り組んでいけることだと強く感じました。
最後に参加者からの質疑応答で、地域密着のデメリットとして、行政単位で地域が区切られるため小規模な地域では入居者が集まらなく施設が成り立っていかない。第三者評価結果などを見て、すぐそこに入りたい施設があるのに地域が違うから入居できない。といった点が指摘されました。この件についてはシンポジストの方々も共通して同じ意見をお持ちで、改善出来るように前向きに取り組んでいきたいと宣言を頂き初日が終了しました。
初日終了後の懇親会は鵜飼を拝見しました。ライトアップされた岐阜城をバックに屋形船にゆられながら拝見した伝統の狩猟は感慨深いものがありました。
　翌16日は分科会という形でそれぞれのエキスパートの方のお話を伺いました。分科会の種類と講師の方は以下の通りです。
第1分科会　「認知症の人の歴史を学びませんか」

　講師　宮崎和歌子氏（健和会・看護介護政策研究所長）

第2分科会　「専門職(プロフェッショナル)としての関わり」

　講師　和田行男氏（大起エンゼルヘルプ、クオリティーマネージャー）

第3分科会　「地域ケアにおけるケアマネジメント」

　講師　和田厚子氏（岐阜県立飛騨寿楽苑グループホーム結　前管理者）

第4分科会　「地域で看取りを！！岐阜のおくりびとから」

　講師　小笠原文雄氏（小笠原内科院長　日本在宅ホスピス協会会長）

第5分科会　「岐阜発～管理者としての地域とのかかわり」

　講師　藤原富子氏（社会福祉法人和光会　副施設長）

私は第2分科会に参加しました。和田行男氏は、「専門職としての関わりは一人ひとりの追究だ。上辺の状態や家政婦のように美味しい料理を作ってあげた、居室を綺麗にしてあげた、なんていうのは素人のすることだ。入居者様を中心において、内因・外因など様々な観点から、何故？どうして？を他の専門職の方の力も借りてチームで調べ、真にその方を理解し、本人の意思を尊重し以前とそう変わりない生活を送っていただけるように支援することである。マニュアルでは語れない、入居者様の常に変化していく現在(いま)に寄り添うことが出来るということに誇りを持ってほしい。全ては入居者様に反映され、いかに専門的に支援できているかが一発でわかるものだよ。」と訴えられていました。

　この考えを聞き、自分がどこまで入居者様の事を真に理解できているだろうかと思うと、至らない点が多々あることを痛感しました。まず自分たちは入居者様の事を知っているようで真には知らないという現状をしっかり理解したうえで、この方のことなら何を聞かれても答えられる。というような状態まで理解を深め、本当の意味での専門職（プロフェッショナル）になっていきたいと決意しました。
　その他にも和田氏らしいわかりやすい例え話や、入居者様の事を「ばあさん」という独特の言いまわしであっという間に分科会が終了しました。

　2日間を通し、本当に学ぶ事ばかりで大変勉強になりました。今回のフォーラムに参加された方もされなかった方も、色々な考えを持ちながら日々業務にあたってみえると思います。たくさんの意見があることは非常に重要ですが、決して主観的にはならず、全ては入居者様一人ひとりの尊厳のある生活を支援するために、高い水準で意見交換を行い、専門職としての誇りを持って業務にあたっていただければと思います。
来年は愛知県、再来年は三重県での開催を予定しておりますので、多くの方のご参加を期待しております。
記：広報委員　家城秀昭
